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二次寄主

ワタムシ亜科アブラムシの典型的な生活史

一次寄主につくられたゴールから出現する個体が二次寄主へ移動し,夏の間,二次

寄主で単為生殖による世代を繰 り返す。秋に,有翅型が出現し一次寄主にもどり,

有性陛代を産む。
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アブラムシにみられる典型的な周期的単為生殖

有性生殖は越冬卵を産出する前に行われる.♂ ;雄,♀ ;有性の卵性雌.
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